
 

 

 

 

 

 

 

  補正された極点図から方位解析 
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１．概要 

 ＸＴＲによる方位解析では、ＯＤＦ解析を行う前に、バックグランド除去やｄｅｆｏｃｕｓ補正などの 

   極点図処理が行われる。 

   本資料ではこのような前段処理が行われたＡＳＣデータから方位解析を行う手順を説明します。 

 

 

    

 

 

２．入力データ(極点処理結果) 

 各種測定データをＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２ソフトウエアで処理した結果 

    

  

   

 

 

 

 

 



３．ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２で極点処理結果を読み込む 

 

 本来は測定データの極点処理を行うが、今回は処理結果の入力なので、処理は行わない 

 ＡＳＣ－＞ＴＸＴ２に変換する。 

 

 

 

 ＰＦｔｏＯＤＦ３を起動（４．へ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．ＰＦｔｏＯＤＦ３ソフトウエアで各種ＯＤＦ向けデータを作成 

 

 

  ＬａｂｏＴｅｘ入力データを作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５．ＬａｂｏＴｅｘで読み込む 

 

 

 

 ＰＦｔｏＯＤＦ３で作成したデータを選択 

ＬａｂｏＴｅｘに読み込まれる。 

 

 

 

 

 

 



ＯＤＦ解析を行う。 

 

ＯＤＦ解析のＲｐ％（Ｅｒｒｏｒ）が表示される。 

 

 

 確認する 

 

 

 

 



ＯＤＦ図を表示 

 

 Euler 角度を指定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



入力極点図と ODF 解析後の極点図を比較 

 

 

 上段が入力極点図 

 下段が ODF 解析後の極点図 

  

 本来、ODF 後の極点図は入力極点図と一致するが入力極点図にＥｒｒｏｒがあると一致しない 

 このＥｒｒｏｒがＲｐ％ 

 

   

  

 

 

 



６．ＯＤＦ図から VolumeFraction を計算する。 

 

可能性が高い方位が検出される。 

 

VolumeFraction を計算する。 

 

計算結果 

 



７．ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ結果の評価 

７．１ ＯＤＦ図比較 

 

７．２再計算局点図と VolumeFraction から計算した極点図比較 

 

上段：入力局点図、中段：ODF 解析結果極点図、下段：VoluneFraction から計算した極点図 



ODF 解析結果極点図と VolumeFraction 結果極点図からＲｐ％を計算 

 ODF 解析結果極点図 Export   VolumeFraction 結果の Export 

   

 

 

 Rp%は０．７％であり、正確に VolumeFraction が計算されています。 



まとめ 

 測定データを正確に極点処理が行われていれば、ODF 図から VolumeFraction（体積分率）が 

   計算できます。 

   ただし、VolumeFraction は１回に最大１０個の方位解析に限られます。 

   又、測定データにｅｒｒｏｒが含まれる場合、ＯＤＦ解析結果のＲｐ％が小さくならない事もあります。 

    

   最新のＣＴＲソフトウエアでは、最小化Ｒｐ％をサポートしています。 

   ぜひ、最新のＣＴＲソフトウエアをお使いください。 

   納品時のコンピュータであれば、無償でｕｐｄａｔｅ可能です。 

 

 http://helpertex.sakura.ne.jp/Soft/DOC2/CTRSoftware-Conversion2.pdf 

 


